
春 の 訪 れ に 校長 内藤 奏子

新型コロナ感染症拡大防止による緊急事態宣言が発表されてから三年の時間が流れました。

ようやく今年度は本校第２期生である同窓会会長 片岡 宏文 様をお招きして，同窓会入

会式を実施することができました。そして第４９回卒業証書授与式では，ＰＴＡ会長，学校

運営協議会委員のご来賓にご臨席を賜り，保護者の皆様と本校教職員の温かいまなざしの中

４０名の卒業生に卒業証書を授与できたことは，長く厳しい冬に終わりを告げ，ようやく春

が訪れたような喜びを感じました。

３月上旬に，６年生が自分が将来就きたい職業について学級で発表する授業を参観しまし

た。どのような学校に進学して資格を取り，求められる力は何かを調べ，どの子も熱く説明

していた姿が印象的でした。その職業に就くために必要な力はコミュニケーションだと，ほ

とんどの発表の中で述べられていたことが印象的でしたので，卒業式の式辞と修了式では，

このことを取り上げることにしました。

将来を担う皆さんに求められる力は２つあり，一つは「相手に言葉で伝える力」です。自

分の思いを相手に理解や納得を得ることは重要なことで，そのために相手に伝わる言葉を考

える大事な力です。もう一つは「相手を思って行動する力」です。自分の気持ちや考えを主

張するだけではなく，相手の話を最後まで聞いたり何を言いたいのかを察したり，相手の心

に寄り添ってさりげなく行動したりすることは，相手に安心感を与え，人との信頼を繋ぐ大

切な力です。この二つの力は実は一つのことを指しており，自分と人，人と人を繋ぐ力，つ

まりコミュニケーション能力のことです。６年生が「将来の夢」について発表した職業に就

くために必要な力として，このことが共通に示されていました。人と人が繋がる力は生きる

上で欠かせない力です。このようにお話をしました。

自分の夢や目標に向けて突き進む中で忘れてはいけないコミュニケーション能力の大切さ

に付け加え，周囲へ感謝する心もこれに繋がる大事なことであると伝えました。全ての緑小

っ子の新たな明るい未来に向けての応援の言葉として述べさせていただきました。

今年度，緑が丘小学校を支えていただきまして心より御礼申し上げます。新たな一歩を踏み

出す新年度もよろしくお願いいたします。
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１８日（火）知能検査（２・５年）自宅確認①
全国学力学習状況調査（６年）

６日（木）令和５年度 着任式 始業式 入学式 １９日（水）特別日課 内科健診（２・６年）
７日（金）交通安全街頭指導（～11日） 聴力検査（３・５年）

給食開始（２～６年） ２０日（木）聴力検査（１・２年） 自宅確認②
１０日（月）交通安全街頭指導 委員会① 尿検査（全学年）
１１日（火）交通安全街頭指導 身体測定（４～６年） ２２日（土）参観日（全校） PTA総会
１２日（水）特別日課 身体測定（１～３年） ２４日（月）振替休業日（22日実施の参観日）

１年生給食開始 ２５日 (火) 交通安全わかば教室（１年）
１３日（木）視力検査（１～３年） ２６日（水）耳鼻科健診（２・５年）
１４日（金）視力検査（４～６年） ２８日（金）１年生を迎える会
１７日（月）委員会② ２９日（土）祝日（昭和の日）

３ 月 17日 (金 )に 第 49回 卒 業 証 書 授 与 式 を 行 い ま し た 。

40名の卒業生が６年間の小学校課程を修了した証として卒業証書を受

け取りました。３年ぶりに来賓を招き，ＰＴＡ会長から祝辞をいただく

ことができました。

卒業生が壇上で将来に向けての決意を力強く語る姿に一人一人の成長

を感じることができ，胸が熱くなりました。全員での「別れのことば」

は，６年間の思い出やこれまで支えてくれた家族や先生そしてお世話に

なった方々への感謝の気持ち，中学校に向けての希望や決意を発表しま

した。凜々しい姿勢と輝く瞳には未来へとつながる確かな可能性を感じ

取ることができ，とても頼もしく感じました。

卒業生たちは中学校生活を次のステップとし，まもなく，激しく変化する社会へと進んでいきます。そこには，予測で

きない大きな壁が待ち受けているかもしれませんが，困難を乗り越え，たくましく成長を遂げながら，これからの人生を

力強く生きていくことを願っています。卒業おめでとうございます。卒業生へ心からの祝福を贈りたいと思います。

○３年生が「総合的な学習

の時間」に緑が丘商店街

について調べたことをポ

スターやパンフレットに

してまとめましたので，

それをご紹介したいと思

います。

下記の QR コードを読
み取るとご覧になれます。

子どもたちの頑張りを是

非ご覧ください。


